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要 旨 

エビデンスに基づく公衆衛生に係る実践能力と事業化・施策化の能力開発機会の不足という保健師の

課題に対応するには、実践の質を改善する指針となる実践モデルの開発、およびその実践を保健師が習

得するための戦略的な展開が不可欠である。本研究の目的は、その戦略のひとつとして、筆者らが開発

した実践モデルを普及するための実践ガイドを開発することである。本稿ではその試案作成の検討経過

を報告する。方法は、筆者らの協議による試案の案出と内容妥当性の確認である。結果、実践ガイド試

案は、Ⅰ.実践モデルとは、Ⅱ.実践モデル活用ガイドで構成される約 40頁のパワーポイントおよび冊子
体として作成された。今後、実際に実践と教育の現場に実践ガイドを適用するための学習プログラムを

作成し、実践モデルの解説動画や実践ガイド等の教材を入手できる Web サイトを構築するなどして普
及を図ることで、保健師の能力開発、ひいては実践能力の向上による実践の質の向上を図る必要がある。 

 

キーワード：保健師、事業化・施策化、エビデンス、実践モデル 

Keywords：public health nurse, health service development, evidence, practice model  

 
ⅠⅠ．．緒緒言言  
１１．．実実践践ガガイイドド試試案案作作成成のの背背景景  
社会環境が変化し健康課題も重層化するなか、

限られた資源で公衆衛生の向上を図るためには、

自治体における効果的かつ効率的な事業化・施策

化が欠かせない。効果的とは、効果が検証された

エビデンスのある最新最良の実践方法や介入プ

ログラムを採用すること 1)、および効率的とは、

その事業/施策の対象や展開する場などの特性に
応じて、人材や設備、費用面も含んで無駄のない

最適な管理運営を行うこと 2)により推進される

と考える。 

 保健師は、その約 7割が自治体に所属しており
3)、公衆衛生の事業化・施策化を推進する職種と

して重要な位置づけにある。それは、保健師活動

指針 4)に、各種計画の策定・実施や、地域のケア

システムの構築に関する役割が明記されている

ことからも如実である。さらに、地域保健対策の

推進の基本指針 5)には、「科学的根拠に基づいた

地域保健の推進」が明記されており、当然、保健

師にもエビデンスに基づく公衆衛生（Evidence-
Based Public Health；EBPH）を遂行する責任
がある。 
 しかし、保健師の EBPH については、次のよ
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うに実践と教育の不十分さが指摘されている。保

健師を対象とした複数の全国調査において、エビ

デンス活用における研究成果の吟味・適用・評価

の実施度が低い 5)、および、事業の実装において

事業の品質管理といった EBPH に関連する項目
の実施度が、Plan-Do-Check-Actサイクル（以下、
PDCA）に関連する項目より低いという結果であ
ったこと 7)、保健師活動基盤調査 8)において、13
種類の能力について必要な能力だが習得の機会

がない能力として第 1 位に「施策形成能力
(39.2%)」が挙がっていた、などである。 
 EBPHの実践能力の低さと事業化・施策化の能
力開発の機会の不足という保健師の課題に対応

するには、実践の質を改善する指針となる実践モ

デル、およびその実践を保健師が習得するための

学習プログラムの開発が急務と考えられた。そこ

で筆者らは、まず、公衆衛生看護における「エビ

デンスに基づく事業化・施策化実践モデル（以下、

実践モデル）」を開発した 9)。エビデンスの活用

を促進するには、適切な普及戦略を実行する必要

があり 10)、実践と教育の現場において知識と技

術を提供する媒体が欠かせない。そこで筆者らは、

この実践モデルを普及するための実践ガイドの

開発に着手することとした。 
22．．目目的的  
 研究の目的は、その実践モデルを普及するため

の実践ガイドを開発することである。本稿におい

ては、今後、実際に実践と教育の現場での適用可

能性を検討する前段階として、内容妥当性を担保

した実践ガイドの試案作成の検討経過を報告す

ることを目的とした。実践ガイドを作成する意義

は、エビデンスに基づく事業化・施策化の指針と

なる実践モデルの普及への寄与が期待できるこ

とである。また、実践ガイドを活用した保健師の

能力開発、ひいては実践能力の向上による実践の

質向上が促進される可能性がある。 
33．．用用語語のの定定義義  
本稿における「エビデンス」は「判断や決定を

行う際に用いる何らかの形式のデータ・情報 11)」、

「事業化・施策化」は「行政の保健活動としての

事業・施策を新設あるいは改善すること」と定義

する。「実践モデル」は、看護モデルの考え方 12）

を参考に、「特定の目的を持つ実践の構成要素が

構造化され実践への橋渡しを担う枠組み」、「実

践ガイド」は「実践モデルを現場で活用するため

の標準的な手順・事例・点検表を含み、実践の質

を高めるための行動指針と学習教材を兼ね備え

た実践的な手引き」と操作的に定義する。「普及」

は「特定の対象に向けて、知識と根拠に基づく介

入を広げ持続させるための戦略的な配布」13）とす

る。なお、現場とは、基礎教育や現任教育、実践

活動を行う場所のことを指す。 
 
ⅡⅡ．．研研究究方方法法  
11．．実実践践モモデデルルのの概概要要  
 実践モデルについて、その草案は、実装科学に

おける理論やモデルのレビューから、活用できる

枠組みを選択し、筆者らによる定期的な協議、2
回の公開会議でのフィードバックを経て作成さ

れた。草案の内容は、全国の統括保健師と教育研

究者約 100 名を専門家パネルとする 3 ラウンド
のデルファイ調査によって、内容のブラッシュア

ップが図られ、最終的に強固な合意に達して成案

となったものである。 
実践モデルは、EBPH の 3 タイプのエビデン

スにフォーカスした 3段階 16項目と、その基盤
となる 1項目で構成されている。その 3段階は、
最良の決定・計画を導く準備段階（課題と優先度

を示すタイプ 1エビデンス・フォーカス）、計画・
実施から成果を導く実装段階（介入の有効性を示

すタイプ 2エビデンス・フォーカス）、評価・改
善から成果活用を導く普及段階（状況に応じた実

装と普及の方法を示すタイプ 3エビデンス・フォ
ーカス）であり、16 項目には、保健師活動指針
４）にも示されている PDCA サイクルに該当す
る PDCA項目(8項目)と、EBPHの重要なプロセ
スである EBPH 項目(8 項目)が組込まれている。
かつ、実践の基盤となり保健師の社会的信用を導

く Continuing Professional Development（CPD）
1項目が位置づけられており、これらが構造化さ
れている点に特徴がある 9)。 
22．．実実践践ガガイイドドのの作作成成方方法法  
１１））実実践践ガガイイドドのの内内容容ととデデザザイインンのの方方針針  
この実践モデルを普及し、実践現場と教育現場

に活用するための実践ガイドは、実装科学におけ

る実装戦略の開発・検証のプロセス 14)と、デルフ

ァイ調査時に収集した意見をもとに、次の方針で

作成された。即ち、実践現場と基礎・現任教育で

活用できるように、利用者が、1)実践モデルの全
容を学習できる、2)各項目の目的・実践内容・意
義を理解できる、3)実践に必要なスキルと方法を
理解できる、4)実践の各段階で行動の自己点検が
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できる、5)示された学習教材で自己学習できる、
これらの方針を満たすデザインにすることとし

た。1)から 5)に該当する内容は、筆者らの先行研
究 9)15)で得た知見と、関連する国の報告書や各種

教科書等を参考にして、筆者ら 7名の内 3名（以
下、作業班）が試案の原案を作成した。 
２２））内内容容妥妥当当性性のの確確認認  
内容妥当性は、原案の内容を、作業班以外の 4

名（以下、点検班）が精読し、改善点に関するコ

メントをそれぞれ書き出し全員で共有、作業班が

その一つひとつを検討して修正し、全員で確認す

る、というサイクルを 3 回繰り返して確保した。
合わせて、全項目のドラフトについて、内容妥当

性の確認補助として、毎回、内容が目的に合致し

た内容かを ChatGPT Proに問い、結果を筆者ら
の判断を補完するために用い、適宜性を確認した。 
３３））倫倫理理的的配配慮慮  
本研究は、文献レビューと筆者らの協議により

文章を作成し、成果物の冊子を作成するものであ

り、人を対象とする倫理的配慮が生じる事項は含

まれない。 
  

ⅢⅢ．．結結果果    
11．．実実践践ガガイイドドのの構構成成（（方方針針ととのの対対応応））  
 実践ガイドの構成は、Ⅰ.実践モデルとは、Ⅱ.
実践モデル活用ガイドとした。冊子体としては、

表紙・裏表紙と、「はじめに」、「目次」を設けた。 
Ⅰは「方針 1）実践モデルの全容を学習できる」

を満たす内容であり、Ⅰ-1実践モデルとは、Ⅰ-2
実践ガイドの構成、Ⅰ-3実践ガイドの使い方を設
け、実践モデルの図解と、EBPHにおけるエビデ
ンスの定義と 3つのタイプの表、PDCAとEBPH
と保健師のコアバリューとコアコンピテンシー

との関係図を掲載した（図１）。 
Ⅱには、17 項目の各々について、①何のため

に何をする？（目的・実践内容・意義）、②実践
のポイントは？（必須スキル・方法）、③事例で
イメージ化、④行動チェック、⑤スキルアップ・
ガイドと用語の定義（参考文献の出典の QRコー
ドと URL 付き）のセクションを設けた（図 2）。
①には「方針 2）各項目の目的・実践内容・意義
を理解できる」、②に「方針 3) 実践に必要なスキ
ルと方法を理解できる」、④に「方針 4) 実践の各
段階で行動の自己点検ができる」、⑤に「方針 5）
示された学習教材で自己学習できる」を満たす内

容を記述した。③の事例は、方針 1)から 5)をナ

ラティブに理解するための内容とした。 
22．．実実践践ガガイイドドのの内内容容（（検検討討経経過過とと成成果果物物））  
内容妥当性の確認過程で点検班から得たコメ

ントは、1回目 47、2回目 24、3回目 14であっ
た。先述した実践ガイドの構成や、各項目につい

て①～④を 1 頁、⑤は 2 項目に付き 1 頁とし、
パワーポイントの学習教材として、冊子のページ

をそのまま使えるようにA4ヨコ仕様にした点な
ど、全体のデザインについても、点検班より賛同

を得た。 
改善点について、用語や文章の解釈が難しいと

いう指摘には、表現や説明の追加修正や、⑤のス
キルアップ・ガイドと定義での補足を行った。説

明の順番変更や具体的説明への変更、用語の統一

に関する指摘に対しては、関連項目とともに再度

精読し、全体的な内容の一貫性、整合性を確認し

ながら検討を繰り返し修正を加えた。 
 
ⅣⅣ．．考考察察  
実践モデルを活用するための実践ガイド試案

は、内容妥当性を担保する手続きを経て作成され

た。 
実践ガイドの①～⑤の 5 つのセクションは、

「①何のために何をする？」が目的の明示、「②
実践のポイントは？」が標準化と実用性、「③事
例でイメージ化」が具体的イメージ化、「④行動
チェック」が質保証と自己評価、「⑤スキルアッ
プ・ガイドと用語の定義」が透明性と更新性とい

う要素であり、実装科学で用いられているガイド

ラインのチェックリスト 16）に含まれる要素を
備えていた。これより、実践ガイドは、構成面で

一定の質を担保する内容となったと考える。 
学習教材としては、ガニエの 9 教授事象[1]～

[9] 17）に照らすと、「はじめに」と「Ⅰ.実践モデ
ルとは」は[1.Gain Attention]、①は[2.Inform 
Learners of Objectives]、②が[4.Present the 
Content]、③が[5.Provide Learning Guidance、
6.El i c i t  Per formance]、④が [7 .Provide 
Feedback、8.Assess Performance、9.Enhance 
Retention and Transfer]、 ⑤が[3.Stimulate 
Recall of Prior Learning]の学習支援に用いるこ
とができる内容であることから、学習者中心の研

修や教育を可能にする内容が備えられたと考え 
る。 
国を挙げたデジタル行政改革 18）が進む中、ます

ます対面ではなく WEB での会議が、印刷媒体 
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ではなくデジタル媒体が主流となっている。実践

ガイドのデザインは、WEB上のペーパーレスで
の学習を前提として、パワーポイントあるいは

PDF ファイルで、かつそのまま画面共有して簡
便に内容を把握できる形態とされており、近年の

オンライン学習に適用できるものである。このよ

うなデザインは、今後、実践モデルを戦略的に普

及するために必要な要素を備えていると考える。 
今後、さらに実践モデルを普及するためには、

実践ガイドを教材とした学習プログラムを構築

し、試行したあとに、学習教材と学習プログラム

に修正を加え、実践現場と教育機関が活用できる

ように、Webサイトを設置して周知を図り、普及
を推進していく必要がある。学習教材の対象と形

態についても、新任期・中堅期・管理期それぞれ

における用い方を明示し、ダウンロードできるパ

ワーポイントや PDF に加え YouTube 動画を合
わせて作成するなど、さらに検討を進める必要が

ある。 
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